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1――グローバル株式市場は一時急落 

2024年 8月、グローバル株式市場は上旬には米国の景気後退懸念や日本での利上げによる株価急落

から一時は世界的な株安となったが、その後はインフレ収束や米国での利下げ期待から落ち着きを取

り戻し月間では上昇となった。代表的な世界株指数(含む新興国)である MSCI All Country World 

Index (MSCI ACWI)の騰落率1は 2024年 8月 +2.4％、過去 1年(2023年 9月-2024年 8月)では+21.5％

となっている(図表１)。 

先進国と新興国を比べると、先進国・新興国ともに上昇、先進国がより上昇率が高かった。先進国

(MSCI  World Index)が+2.5％、新興国(MSCI Emerging Markets Index)が+1.4％となった(図表２)。 

グロース・バリューでは、グロース指数(MSCI ACWI Growth Index)が+2.3％、バリュー指数(MSCI 

ACWI Value Index)が+2.5％と若干のバリュー優位となった(図表３)。企業規模別では、大型株(MSCI 

ACWI Large Cap Index)が+2.4％、中型株(MSCI ACWI Mid Cap Index)が+2.4％、小型株(MSCI ACWI 

Small Cap Index)が+0.5％と大型株優位となった(図表４)。 

 

 
1 以下、特に断りのない限り騰落率は米ドル建、配当を除いた指数値の変化率を示す。 
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図表２ 先進国・新興国指数の推移 図表１ 世界株指数の推移 
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(注) 期間:2023年 8月末～2024年 8月末 米ドル建騰落率 開始時点を 100とした累積騰落率の推移を示す。 
(出所) Datastreamのデータをもとに筆者作成 
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2――国・業種別の動向 

国別に見ても多くの国が上昇した(図表５)。主要国について見ると、米国(+2.3％)、中国(+1.0％)、

ドイツ(+4.7％) 、日本(+0.1％)となった。アルゼンチン(+15.6％)、フィリピン(+9.9％)、マレーシ

ア(+9.7％)の騰落率が高かった。一方で、トルコ(▲10.0％)、メキシコ(▲5.4％)、韓国(▲2.8％) の

騰落率が低かった。 

米国は月初、雇用統計の伸びが鈍化したことから景気後退懸念により下落したがその後は消費者物

価指数の落ち着きから回復に向かい月間では上昇となった。 

日本は上旬に市場の予想を上回る日銀の早期の利上げと今後の引き締め姿勢や米国の景気後退懸念

から大幅に下落したものの、その後は米国の株高などから落ち着きを取り戻し回復し月間ではほぼ横

ばいとなった。中国は消費・投資の低迷が続く中、政策金利の引き下げなど景気支援策への期待から

小幅上昇した。 

アルゼンチンではハビエル・ミレイ大統領が推進する経済再生・安定化政策により、ハイパーイン

フレにあった同国の消費者物価指数が 7月は前月比+4％に減速したことから、物価・経済の安定化が

期待され株式市場は上昇した。 

トルコでは中東情勢の緊迫化やトルコリラの下落によるインフレ再燃が懸念されたことから株式市

場は下落した。 

業種別に見ると、 ヘルスケア機器・サービス(+7.4％)、食品・生活必需品小売り(+5.8％)、医薬品・

バイオテクノロジー(+5.6％)の騰落率が高かった。一方で、 自動車・自動車部品(▲2.5％)、エネル

ギー(▲1.0％)、小売(▲0.7％) の騰落率が低かった(図表６)。 

8 月 14 日、世界保健機関（WHO）はアフリカのコンゴ民主共和国でのエムポックス（サル痘）の感

染拡大を受け、緊急事態宣言を行った2。これにより、ワクチン生産などに関係するヘルスケア、医薬

品・バイオテクノロジー関連株が上昇した。 

  

 
2 日本経済新聞、「WHO 緊急事態のエムポックス、子どもや女性の感染拡大」、2024 年 8 月 17 日 

 

図表３ グロース・バリュー指数の推移 図表４ 企業規模別指数の推移 

(注) 期間:2023年 8月末～2024年 8月末 米ドル建騰落率 開始時点を 100とした累積騰落率の推移を示す。 
(出所) Datastreamのデータをもとに筆者作成 
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図表５ 各国の株式市場の騰落率 

 

 

 

 

図表６ グローバル株式市場の業種別騰落率 
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(注) 期間: 2023年 8月末～2024年 8月末米ドル建騰落率  
MSCI ACWIの各 GICS業種グループ指数の騰落率を示す。 

(出所) Datastreamのデータをもとに筆者作成 

(注)  期間: 2023年 8月末～2024年 8月末 米ドル建騰落率  
各国の騰落率は MSCI国別指数の騰落率を示す。 

(出所) Datastreamのデータをもとに筆者作成 
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3――世界の主要企業の株価動向 

 世界の主要な企業の株価は多くの銘柄で上昇した (図表７)。時価総額上位 30位までの企業では、

イーライリリー(+21.7％)、エヌビディア(+15.1％)、ブロードコム(+13.4％)のリターンが高かった。

一方で、サムスン電子(▲5.1％)、アルファベット(▲4.1％)、テスラ(▲3.8％) のリターンが低かっ

た。イーライリリーは 8月 8日に 4-6月期決算を公表、同社の肥満症治療薬の好調な売れ行きが好感

された。一方で、米景気後退懸念を受けた世界的なリスク回避の動きによって韓国株式市場が下落し

た中でサムスン電子も下落した。 

図表７ 世界の主要企業の株価動向 

 

 

4――今後の見通しと注目されるテーマ 

グローバル株式市場は米雇用統計の軟化や日銀の早期の利上げにより一時大きく下落したものの、

その後は米消費者物価指数の落ち着きなどから回復に向かった。インフレ収束が見込まれる中、欧米

中央銀行は利下げに動いており動向が注目される。 

米国連邦準備制度理事会(FRB)は、インフレ率は依然としてやや高い水準だが目標の 2%に向けて前

進しているとインフレ抑制の進展を強調した。こうした中、雇用情勢の軟化をふまえて積極的な利下

げに転じた。欧州中央銀行(ECB)は 9 月 12 日にはインフレと経済成長の鈍化をふまえて 0.25%の利下

げを行った。ただし、金利水準はデータ依存であることを強調し、将来の金利の道筋について慎重な

姿勢を示している。一方で、日銀は 7月 31日金融政策決定会合で政策金利の 0.25％引き上げを公表、

その後日本の株式市場は大幅な下落となった。主要国中央銀行の金融政策や市場との対話が影響を与

える中、グローバル株式市場の動向に引き続き注視したい。 

所在国 業種
時価総額

(億米ドル)

リターン

(過去1カ月 %)

リターン

(過去1年 %)

1 ｱｯﾌﾟﾙ 米国 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 34,817 4.8 22.6

2 ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ 米国 ソフトウェア・サービス 31,006 -1.2 27.7

3 ｴﾇﾋﾞﾃﾞｨｱ 米国 半導体・半導体製造装置 29,281 15.1 141.8

4 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ 米国 メディア・娯楽 20,216 -4.1 20.3

5 ｱﾏｿﾞﾝ･ﾄﾞｯﾄ･ｺﾑ 米国 一般消費財・サービス流通・小売り 18,735 -1.8 32.1

6 ｻｳｼﾞ･ｱﾗﾋﾞｱﾝ･ｵｲﾙ サウジアラビア エネルギー 18,026 1.9 -11.6

7 ﾒﾀ･ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ 米国 メディア・娯楽 13,190 12.5 76.7

8 ﾊﾞｰｸｼｬｰ･ﾊｻｳｪｲ 米国 金融サービス 10,264 8.0 30.6

9 ｲｰﾗｲﾘﾘｰ 米国 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 9,124 21.7 76.1

10 台湾積体電路製造 [TSMC/台湾ｾﾐｺﾝﾀﾞｸﾀｰ] 台湾 半導体・半導体製造装置 7,661 3.2 72.5

11 ﾌﾞﾛｰﾄﾞｺﾑ 米国 半導体・半導体製造装置 7,579 13.4 85.4

12 ﾃｽﾗ 米国 自動車・自動車部品 6,840 -3.8 -16.6

13 JPﾓﾙｶﾞﾝ･ﾁｪｰｽ･ｱﾝﾄﾞ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 米国 銀行 6,396 4.5 55.4

14 ｳｫﾙﾏｰﾄ 米国 生活必需品流通・小売り 6,208 11.9 45.5

15 ﾉﾎﾞ･ﾉﾙﾃﾞｨｽｸ デンマーク 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 6,203 7.4 48.6

16 ﾋﾞｻﾞ 米国 金融サービス 5,601 5.3 13.1

17 ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 米国 ヘルスケア機器・サービス 5,450 2.4 21.9

18 ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ 米国 エネルギー 5,240 0.6 10.1

19 騰訊控股[ﾃﾝｾﾝﾄ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ] 中国 メディア・娯楽 4,577 8.2 19.0

20 ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ 米国 金融サービス 4,465 8.0 17.4

21 ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ 米国 家庭用品・パーソナル用品 4,031 6.1 14.1

22 ｼﾞｮﾝｿﾝ･ｴﾝﾄﾞ･ｼﾞｮﾝｿﾝ 米国 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 3,993 3.6 4.5

23 ｺｽﾄｺﾎｰﾙｾｰﾙ 米国 生活必需品流通・小売り 3,956 10.2 69.1

24 ｵﾗｸﾙ 米国 ソフトウェア・サービス 3,894 4.1 18.2

25 LVMHﾓｴﾍﾈｼｰ･ﾙｲｳﾞｨﾄﾝ フランス 耐久消費財・アパレル 3,727 5.6 -13.7

26 ﾎｰﾑ･ﾃﾞﾎﾟ 米国 一般消費財・サービス流通・小売り 3,660 1.9 14.3

27 ASMLﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ オランダ 半導体・半導体製造装置 3,585 3.0 35.5

28 ｱｯｳﾞｨ 米国 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス 3,468 5.1 37.4

29 ｻﾑｽﾝ電子 韓国 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 3,315 -5.1 11.5

30 ﾊﾞﾝｸ･ｵﾌﾞ･ｱﾒﾘｶ 米国 銀行 3,162 -1.3 44.3

社名

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が目

的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

(注)  2024年 8月末時点 業種は GICS産業グループに基づく。米ドル建グロス配当込みリターン 
(出所) Bloombergのデータをもとに筆者作成 


